
教員氏名 萩原　かおり

主な担当科目 演技演習Ⅱ

シラバス
ここをクリック（本学ポータルサイトトップページが表示されます。）
※画面下「シラバス」＞「シラバスを検索するにはこちらをクリックしてください。」をクリック

授業改善のために
取り入れた研修内容

カリキュラムマップに沿った授業となるよう、各シラバスのチェックを行った。

ティーチング・ポートフォリオ（教育業績ファイル）

2023年の
教育目標・授業に
臨む姿勢

コロナウィルス感染症も5類に分類されることとなり以前の日常が戻りつつあるが、完全に消滅したとは言い難いので、気を緩める
ことなく授業、レッスンに臨みたい。
クラス授業、個人レッスンともに、常に理論的な説明を、そして学生が自身で考えるきっかけを作る言葉を選ぶことを心掛けたい。
また、特に個人レッスにおいては、個人レッスンであることの特性を活かし、それぞれの学生の4年間を見据えた上での指導を行い
たい。

2023年の教育に関
する自己評価

コロナの影響は免れなかったが、３年、４年共にそれぞれの成果発表は何とか無事に行う事ができ、学生達にも大きな成長が見られ
た。特に基本的な発声については、卒業公演を通じて４年生の殆どに伝え、体感、実感させることができたのではないかと思う。

2023年のFD活動
に関する自己評価

FD研修会において、非常勤教員の皆様とコースの学生状況を共有し、また、コースのカリキュラムマップを示しながらコース全体で
の教育目標を共有することができたと思う。

https://kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/uprx/up/pk/pkx003/Pkx00301.xhtml
https://kyomusys.tosei-showa-music.ac.jp/uprx/up/pk/pkx003/Pkx00301.xhtml


2023 年度(後期)「学生による授業アンケート」結果に対する授業改善計画書  

 

教員コード：２０９９ 教員名：萩原 かおり 

 

1)アンケート結果に対する所見 

アンケート結果から、概ね満足している様子が窺える。  

引き続き、しっかりと授業を進めていきたい。 

 

2)要望への対応・改善方策 

  自由記述からも、他とは違った視点からの授業となり、学生が満足している様子が窺える。 

 

3)今後の課題 

  回答数が２／３に止まっていることが気になる。 

  今後回答率が上がるよう、学生たちに伝えていく。 

   

 

以 上 
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